
なAMR対策になると考えています。
　それからやはり学校教育の段階で、
抗菌薬適正使用の必要性を教育するこ
とは大切ではないかと考えています。
　私は小学校６年生を対象に、年に１
回、禁煙の講義をしてきましたが、授
業を聞いた後の子供たちの表情は真剣
そのものでした。小さい時からの知識
の注入は、将来的にも影響するものと
実感しています。
　また先ほどの患者アンケートでは、
有効性のあるAMRの広報としては、
テレビ番組やインターネットでの拡散
が一番効果的という意見でした。その
他にも少数意見ですが、母子手帳に記

載する、風邪薬の薬袋に説明用チラシ
を入れるなどユニークな提案もありま
した。
　耐性菌によって世界中で毎年70万人
の人が死亡しているといわれ、この耐
性菌の脅威はますます増悪していくこ
とは確実です。
　今後も行政と臨床医が現状をトレー
スしながら、忍耐強くAMR対策を立
案して実行していくことが、最も求め
られることだと思います。
　大西　重要な課題についてお話しい
ただき、どうもありがとうございまし
た。

東京医科歯科大学大学院統合臨床感染症学分野教授
具　　芳　明

（聞き手　齊藤郁夫）

抗菌薬の安定供給の課題

　齊藤　抗菌薬の安定供給の課題とい
うことですが、一般的に薬のライフサ
イクルはどうなっていますか。
　具　まず開発するメーカーが創薬し
て新しい薬剤を創る。そしてその新薬
をいわゆる先発品というかたちで市場
に出して、それが広く使われて、開発
した会社はその投資を回収するという
格好になります。ある程度時間がたつ
と、今度は安価な後発品が出てきます。
そうしますとさらに広くいろいろな方
に使われるようになっていきます。先
発品を開発した会社がそれまでに投資
を回収できていれば、それを新たな開
発に回すというかたちで、新しい薬剤
につなげていくというライフサイクル、
これが長くいろいろな薬剤で行われて
います（図１）。
　齊藤　高血圧の薬も、糖尿病の薬も、
心不全の薬も、どんどん新しいものが
できて、それがガイドラインで推奨さ
れて、使われていって、患者さんが恩
恵を受ける。それで開発した企業も利
潤が上がって、次の薬の開発に向かえ

るという流れですね。
　具　そうですね。
　齊藤　そういった中で抗菌薬はどう
ですか。
　具　抗菌薬に関しては、新薬の開発
がかなり滞ってきています。そのため
に、私たちが使っている抗菌薬のほと
んどはもう長年使われており、ほぼす
べて後発品になっているという状況で
す。
　齊藤　新薬を創る会社が必ずしもそ
こに力を入れられないという状況なの
でしょうね。
　具　そうですね。抗菌薬を開発して
も、市場として魅力がないというとこ
ろかと思います。
　齊藤　生活習慣病ですと新薬が出て、
いい結果が出るとガイドラインで推奨
されて、どんどん使われていきますが、
抗菌薬の場合はどんどん使うというこ
とはないのですね。
　具　やはり最近、薬剤耐性の問題が
大きくなっていますので、抗菌薬は全
体に抑制的に使う流れになっています。

新型コロナウイルス感染症の最新情報と感染症対策の重要課題（Ⅲ）
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　具　はい。今、抗菌薬はそのほとん
どがジェネリックになっています。そ
して海外から安い原薬を輸入するとい
うパターンになっていますので、海外
の工場で何か問題が起こると日本の抗
菌薬が足りなくなることが、いつ起こ
ってもおかしくない状況になっていま
す（図３）。
　齊藤　そういった不安定供給の問題
とともに、海外の原薬製造に関しても
コストが上がってきているのでしょう
か。
　具　海外では、まず安い原薬を求め

て、中国やインドの会社に集約されて
きました。ただ、そういった国々でも
次第に賃金が上がっていったり、最近
は環境問題への対応が必要になってき
たり、これまではかなり安かった原薬
も少しずつ値段が高くなってきている
と聞いています。
　齊藤　供給ルートについて何か対策
をされるのでしょうか。
　具　日本として一つの供給ルートに
頼っていては、そこでトラブルが起き
たときにすぐ薬が足りなくなってしま
うので、できるだけ複数のルート、サ

図２　主な注射用抗菌薬（上位７系統）販売量の推移（2013～19年）

全国抗菌薬販売量サーベイランス（http://amrcrc.ncgm.go.jp/
surveillance/020/20190902163931.html）に基づき作成

それから新薬についても、せっかく新
しい薬剤が出たのに、耐性が出て使え
なくなっては困るということで、どち
らかというと大事に使いましょうとい
うことになっていく。そこがほかの分
野の薬と違うところだと思います。
　齊藤　今使っている抗菌薬の多くは
ジェネリックになっているのですね。
供給が不足した事例があるのでしょう
か。
　具　日本で最も大きな問題になった
のは、セファゾリンという第一世代セ
ファロスポリンの注射剤が不足したこ
とです。これは2019年に起こりました。
この薬は日本の医療現場で多く使われ
ていますので、足りなくなったときは、
多くの病院が代替薬を入手しようと動

きましたが、代替薬も足りないという
ような事態になり、非常に多くの病院
で抗菌薬をどうやりくりするかに苦労
しました（図２）。
　齊藤　なぜそうなったのでしょうか。
　具　もともとこの薬もいわゆるジェ
ネリックなのですが、その中で最も大
きなシェアを持っている会社が、原薬
の輸入をできなくなったことが一番の
理由です。海外で原薬を購入して、日
本で最終的な製品にして販売するとい
う流れなのですが、その原薬工場で問
題が起きて、日本での生産が止まって
しまったのです。
　齊藤　輸入頼りということで、こう
いうことは今後も起こりうるというこ
とですか。

図１　抗菌薬のライフサイクルと課題

Meeting Report Antibiotic Shortages: Magnitude, Causes and Possible Solutions. 
Norwegian Directorate of Health, Oslo, Norway 10-11 December 2018. Geneva, World 

Health Organization; 2019. WHO/MVP/EMP/IAU/2019.02 に基づいて作成
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どがジェネリックになっています。そ
して海外から安い原薬を輸入するとい
うパターンになっていますので、海外
の工場で何か問題が起こると日本の抗
菌薬が足りなくなることが、いつ起こ
ってもおかしくない状況になっていま
す（図３）。
　齊藤　そういった不安定供給の問題
とともに、海外の原薬製造に関しても
コストが上がってきているのでしょう
か。
　具　海外では、まず安い原薬を求め

て、中国やインドの会社に集約されて
きました。ただ、そういった国々でも
次第に賃金が上がっていったり、最近
は環境問題への対応が必要になってき
たり、これまではかなり安かった原薬
も少しずつ値段が高くなってきている
と聞いています。
　齊藤　供給ルートについて何か対策
をされるのでしょうか。
　具　日本として一つの供給ルートに
頼っていては、そこでトラブルが起き
たときにすぐ薬が足りなくなってしま
うので、できるだけ複数のルート、サ

図２　主な注射用抗菌薬（上位７系統）販売量の推移（2013～19年）

全国抗菌薬販売量サーベイランス（http://amrcrc.ncgm.go.jp/
surveillance/020/20190902163931.html）に基づき作成

それから新薬についても、せっかく新
しい薬剤が出たのに、耐性が出て使え
なくなっては困るということで、どち
らかというと大事に使いましょうとい
うことになっていく。そこがほかの分
野の薬と違うところだと思います。
　齊藤　今使っている抗菌薬の多くは
ジェネリックになっているのですね。
供給が不足した事例があるのでしょう
か。
　具　日本で最も大きな問題になった
のは、セファゾリンという第一世代セ
ファロスポリンの注射剤が不足したこ
とです。これは2019年に起こりました。
この薬は日本の医療現場で多く使われ
ていますので、足りなくなったときは、
多くの病院が代替薬を入手しようと動

きましたが、代替薬も足りないという
ような事態になり、非常に多くの病院
で抗菌薬をどうやりくりするかに苦労
しました（図２）。
　齊藤　なぜそうなったのでしょうか。
　具　もともとこの薬もいわゆるジェ
ネリックなのですが、その中で最も大
きなシェアを持っている会社が、原薬
の輸入をできなくなったことが一番の
理由です。海外で原薬を購入して、日
本で最終的な製品にして販売するとい
う流れなのですが、その原薬工場で問
題が起きて、日本での生産が止まって
しまったのです。
　齊藤　輸入頼りということで、こう
いうことは今後も起こりうるというこ
とですか。

図１　抗菌薬のライフサイクルと課題

Meeting Report Antibiotic Shortages: Magnitude, Causes and Possible Solutions. 
Norwegian Directorate of Health, Oslo, Norway 10-11 December 2018. Geneva, World 

Health Organization; 2019. WHO/MVP/EMP/IAU/2019.02 に基づいて作成
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の薬剤は確実に確保するようにという
ような要望を出している。そして、厚
生労働省でもそれを踏まえて関係者会
議を行って対策の話し合いが行われま
した。
　齊藤　具体的にはどういったことを
要望しているのでしょうか。
　具　まず先ほどお話しした、できる
だけ複数の供給ルートを確保すること。
それだけではなくて、これは国の政策
にも関わるのですが、薬価があまり安
くなってしまうと、安定供給のために
投資することができないということが
起きます。やはり薬価は一定のところ
をきちんと確保する必要があるだろう
と思います。あとは、供給不足が起き
たときの対応をきちんとシステムとし
て作っておいて、できるだけ早く対応
できるような仕組みも必要ではないか
と思います。
　齊藤　ジェネリック使用がたいへん
増えてきて、今回は、抗菌薬で供給不
安定の問題があったようですが、生活
習慣病などの領域でもありうることな
のでしょうね。
　具　そうですね。新薬の開発がどん
どん進んでいる領域は、いわゆるライ
フサイクルが回ります。ただ、特にジ
ェネリックが中心になっている領域で
すと、同じようなことが起きうると思
います。
　齊藤　そこに対してはもうそろそろ、
対策を考えておかないといけないので

しょうね。
　具　抗菌薬で見えてきた問題は、昔
から使われているほかの薬にも影響し
うるということになります。厚生労働
省も抗菌薬以外の薬剤も含めて対策が
必要だということでリストアップをし、
これから具体的に対策を進めていくと
いう段階だと理解しています。
　齊藤　今、新型コロナウイルスで皆
さん、たいへん忙しいので、こういっ
た面に気が回らない部分もあるかもし
れませんが、非常に重要な問題ですね。
　具　私たちは医薬品が常に安定して
そこにあると思って仕事をしていると
ころがあります。これをきちんと継続
するということは、医療そのものの継
続につながる大事な問題だと思ってい
ます。
　齊藤　日本の問題としてお話しいた
だいたのですけれども、これは国際的
にも問題となりうることでしょうね。
　具　世界的に同じ構造になっている
ところがあり、例えば米国あるいは欧
州でも抗菌薬が不足するという事態が
しばしば起きています。決して日本で
足りなければ同時にアメリカでも足り
ないというわけでもないのですが、そ
れぞれの国でも大きな問題だというこ
とで、様々な対策が今始まっていると
ころです。そういう意味でも、国際協
力というかたちで一緒に動いていくこ
とも必要かもしれません。
　齊藤　イギリスでは何か対策が打た

プライチェーンを確保していくことが
とても大事になります。そもそも海外
の製造に依存していることを多くの現
場の医療従事者は知らなかったことか
もしれませんが、海外といっても、様々
な会社から供給を受けることで、まず
一つ安全性を高めることができると思

います。
　齊藤　学会でもそういう危機感が共
有されているとうかがいましたが。
　具　基本的な抗菌薬が入手できない
と、様々な医療の存続に関わります。
そこで、感染症関連の学会では主な抗
菌薬のリストを作って、少なくともこ

図３　注射用抗菌薬の使用量（2017年レセプトデータ）

http://amrcrc.ncgm.go.jp/surveillance/010/20181128172333.html、
http://www.antibiotic-books.jp/drugs を参考に作成
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の薬剤は確実に確保するようにという
ような要望を出している。そして、厚
生労働省でもそれを踏まえて関係者会
議を行って対策の話し合いが行われま
した。
　齊藤　具体的にはどういったことを
要望しているのでしょうか。
　具　まず先ほどお話しした、できる
だけ複数の供給ルートを確保すること。
それだけではなくて、これは国の政策
にも関わるのですが、薬価があまり安
くなってしまうと、安定供給のために
投資することができないということが
起きます。やはり薬価は一定のところ
をきちんと確保する必要があるだろう
と思います。あとは、供給不足が起き
たときの対応をきちんとシステムとし
て作っておいて、できるだけ早く対応
できるような仕組みも必要ではないか
と思います。
　齊藤　ジェネリック使用がたいへん
増えてきて、今回は、抗菌薬で供給不
安定の問題があったようですが、生活
習慣病などの領域でもありうることな
のでしょうね。
　具　そうですね。新薬の開発がどん
どん進んでいる領域は、いわゆるライ
フサイクルが回ります。ただ、特にジ
ェネリックが中心になっている領域で
すと、同じようなことが起きうると思
います。
　齊藤　そこに対してはもうそろそろ、
対策を考えておかないといけないので

しょうね。
　具　抗菌薬で見えてきた問題は、昔
から使われているほかの薬にも影響し
うるということになります。厚生労働
省も抗菌薬以外の薬剤も含めて対策が
必要だということでリストアップをし、
これから具体的に対策を進めていくと
いう段階だと理解しています。
　齊藤　今、新型コロナウイルスで皆
さん、たいへん忙しいので、こういっ
た面に気が回らない部分もあるかもし
れませんが、非常に重要な問題ですね。
　具　私たちは医薬品が常に安定して
そこにあると思って仕事をしていると
ころがあります。これをきちんと継続
するということは、医療そのものの継
続につながる大事な問題だと思ってい
ます。
　齊藤　日本の問題としてお話しいた
だいたのですけれども、これは国際的
にも問題となりうることでしょうね。
　具　世界的に同じ構造になっている
ところがあり、例えば米国あるいは欧
州でも抗菌薬が不足するという事態が
しばしば起きています。決して日本で
足りなければ同時にアメリカでも足り
ないというわけでもないのですが、そ
れぞれの国でも大きな問題だというこ
とで、様々な対策が今始まっていると
ころです。そういう意味でも、国際協
力というかたちで一緒に動いていくこ
とも必要かもしれません。
　齊藤　イギリスでは何か対策が打た

プライチェーンを確保していくことが
とても大事になります。そもそも海外
の製造に依存していることを多くの現
場の医療従事者は知らなかったことか
もしれませんが、海外といっても、様々
な会社から供給を受けることで、まず
一つ安全性を高めることができると思

います。
　齊藤　学会でもそういう危機感が共
有されているとうかがいましたが。
　具　基本的な抗菌薬が入手できない
と、様々な医療の存続に関わります。
そこで、感染症関連の学会では主な抗
菌薬のリストを作って、少なくともこ

図３　注射用抗菌薬の使用量（2017年レセプトデータ）

http://amrcrc.ncgm.go.jp/surveillance/010/20181128172333.html、
http://www.antibiotic-books.jp/drugs を参考に作成
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れたのですか。
　具　イギリスでは新薬の開発で対策
が打たれ、新薬を開発した会社がかか
った費用、投資したコストを確実に確
保できるような仕組みを作って、薬の
ライフサイクルをきちんと回すための
新しいビジネスモデルを国として作ろ
うという動きが出ています。
　齊藤　企業の社会的貢献も非常に重

要だということですが、国とうまく共
同して、薬がなくなるという問題が回
避されないといけないでしょうね。
　具　そうですね。医療にとっては基
本的な、かつ重要な問題だと思います。
ぜひこういった問題にも注目していた
だければと思います。
　齊藤　どうもありがとうございまし
た。

国立国際医療研究センター病院国際感染症センターセンター長
大　曲　貴　夫

（聞き手　中村治雄）

新規抗菌薬の開発状況

　中村　大曲先生に新しい抗菌薬の開
発状況についてお話をいただきます。
このシリーズの前半はCOVID-19と診
断の決まった状態での治療の話が主で
したが、まだ菌の同定も感受性もわか
らない状況での肺炎を見たら、どのよ
うにするのか、どういう抗菌薬を選ん
でいるのか、その辺からまず教えてく
ださい。
　大曲　まず仮定として、普通に街中
で生活されている方が体調を崩して来
られたという前提でお話をしたいと思
います。通常は、例えば胸部のレント
ゲン、場合によってはCTを撮る医師
もいるかもしれませんが、肺に影があ
ることを確認します。肺炎の原因とな
る微生物にある程度の傾向があるので、
そもそもどういう菌が感染を起こすか
を確認することが大事だと思っていま
す。具体的には、肺炎球菌はやはり頻
度が高いですし、高齢者、あるいは喫
煙者では、ヘモフィルスインフルエン
ザが問題になりますし、広い菌の中で
はマイコプラズマ等も問題になります。

要はそれらが治療の対象になるのです
が、先生がおっしゃるとおりで、例え
ば会って10分とか15分で原因となって
いる菌がすぐにわかる状態にはまだな
ってはいないです。
　中村　そうですね。
　大曲　そのときには、先ほど申し上
げたような菌、一般的には肺炎球菌と
かヘモフィルスインフルエンザ、ある
いはモラクセラ・カタラーリスといっ
た菌のことを想定して、それらをおお
むね治療できるような、外さない抗菌
薬を選んで治療しています。
　中村　例えばどのようなものを選ば
れていますか。
　大曲　これは医師によって多少考え
方の違いがあるかもしれませんが、一
般的に使われるのは、例えばペニシリ
ン系の抗菌薬、アンピシリン、それに
例えばスルバクタムを一緒に合わせた
ものを使うこともありますし、第３世
代のセファロスポリン、よく使われる
のはセフトリアキソンですが、これら
を使うこともあります。

新型コロナウイルス感染症の最新情報と感染症対策の重要課題（Ⅲ）
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